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第3章 は、規制制度の合理化 と法令 ・規制構造の分析である。第2章 の事例研究における米国の規制
制度の変更がいずれ も議会にお ける審議を必要としないレベルで行われた ことに注目し、米国の法令、
ガイダンス類の構造及び規制検査の規定方法を分析した。
第4章 では、規制手法の分類 と選択のモデル を提案している。国内外の規制手法の検討事例を調査 し、
原子力発電所の安全規制に用い得る主な規制手法を分類 ・整理 し、規定方法(規 範的、非規範的)x着
眼点(結 果 ・目標、プロセス)× 意思決定方法(決 定論的、確率論的)の3軸 による分類モデルと18
通 りの規制手法 を選択するモデルを構築 した。また、我が国の課題を規制手法の観点から分析 した。
第5章 は、本論文の成果を踏まえ、我が国の原子力法制の今後の検討に対する提言をまとめている。
今後、原子力法制の見直しを進める際には、新しい知見を取 り込みやす い法令 ・規制構造を検討するこ
と、不適切な規制手法 を用いる事により規制のインパク トが生じることを回避するため規制手法の特徴
を考慮す ること、そ して、規制の現場や事業者の意見を良く聴取 して法令 ・規制構造及び規制手法を継
続的に見直す仕組みを整備することが重要である。
最後に第6章 では、結論 として本研究を総括 し、今後の研究課題を提示している。
規制手法 を体系的に扱 う研究は少ないことか ら、本論文で提案す るモデルは規制手法の研究に貢献す
るものである。本論文は事例研究であ り、成果をそのまま一般化することで問題が生じることは否定で
きないが、規制手法の分類モデルを用いる方法の例を示 し、規制者 に規制手法に対する考え方を提供す
るという意味で有益であると考える。よって,本 論文は博士(工学)の学位論文 として合格と認める。
749
